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JANIS事業について 

○ 全国の医療機関における院内感染症の発生状況、薬剤耐性菌の分離状況及び薬剤耐性菌による感染症の発生

状況等を調査し、情報を提供すること 

目的 

○ 参加医療機関： *本サーベイランスの趣意に賛同した原則200床以上の病院 

○ ５部門で構成 

  ・検査部門 

  ・全入院患者部門 

  ・手術部位感染（SSI）部門 

  ・集中治療室（ICU）部門 

  ・新生児集中治療室（NICU）部門 

○ 公開情報・還元情報 

  ・本サーベイランスの集計・解析評価情報をもとに、一般公開用の期報・年報をホームページ上で公開 

  ・参加医療機関の解析評価情報を、参加医療機関専用ページで還元 

  

概要 

【 JANISの主な経緯 】 

◇ 平成12（2000）年 厚生科学研究をもとにJANISが事業化（検査部門、全入院患者部門、ICU部門で開始） 

◇ 平成14（2002）年 SSI部門、NICU部門が追加となり、現行の５部門となる 

◇ 平成19（2007）年 公開情報、還元情報のシステムを更新 

 

*任意参加型の事業であり、感染症法に基づく届出とは異なる 
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参加医療機関数の推移 

平成23（2011）年度新規

参加医療機関数 

検査部門：58 

全入院患者部門：36 

SSI部門：50 

ICU部門：12 

NICU部門：9 
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各部門におけるサーベイランスの目的 

○検査部門 
 医療機関における主要菌種・主要な薬剤耐性菌の分離状況を明らかに

する 
 

○全入院患者部門 
 全入院患者を対象とし、主要な薬剤耐性菌（MRSA、VRE、MDRP、

PRSP、VRSA、MDRA）による感染症の発生状況を明らかにする 
 

○手術部位感染（SSI）部門 
 医療機関における手術部位感染の発生状況を明らかにする 

 

○集中治療室（ICU）部門 
 集中治療室で発生する３種類の院内感染症（人工呼吸器関連肺炎、カ

テーテル関連血流感染症及び尿路感染症）の発生状況を明らかにする 
 

○新生児集中治療室（NICU）部門 
 新生児集中治療室で発生する院内感染症の発生状況を明らかにする 
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公開情報・還元情報について 

*公開情報 還元情報 

対象 一般向け 個々の参加医療機関向け 

閲覧、 
ダウンロード 

JANISサイト 
（JANISのホームページ) 

 
参加医療機関専用サイト 

 

閲覧の制限 なし、誰でも閲覧可能 自施設のみ閲覧可能 

内容 全体集計 全体集計と自施設の集計 

*統計法一般統計調査の承認を受けている 
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部門  
検査  全入院患者 SSI ICU NICU 

公開 還元 公開 還元 公開 還元 公開 還元 公開 還元 

月報    ○    ○               

四半期報 ○ ○ ○              

半期報          ○ ○ ○ ○     

年報  ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○ 

月報、四半期報、半期報は精度管理前の暫定報 
年報は精度管理後の確定報 

各部門の公開・還元周期について 
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JANIS公開情報について 



○ 医療機関における主要菌種・主要な薬剤耐性菌の分離状況を明らかにすること 

目的 

検査部門概要 

○ 提出データ： 培養陰性検体の情報も含めた細菌検査に関わる全データ 

○ 提出頻度：  毎月 

○ 公開頻度：  四半期報、年報  

○ 年報公開情報： 

  ① データ提出医療機関数 

  ② データ提出医療機関数、検体数、分離菌数 

  ③ 検査材料別分離菌数割合 

  ④ 主要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布 

   （主要分離菌 S. aureus, S. epidermidis, S. pneumoniae, E. faecalis, E. faecium, E. coli, K. pneumoniae,    
 Enterobacter属, S. marcescens, P. aeruginosa, Acinetobacter属） 

  ⑤  特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布 

   （特定の耐性菌 MRSA, VRSA, VRE, MDRP, PRSP, カルバペネム耐性緑膿菌、カルバペネム耐性セラチア、 
 第三世代セファロスポリン耐性大腸菌、第三世代セファロスポリン耐性肺炎桿菌、多剤耐性アシネトバクター、
 フルオロキノロン耐性大腸菌） 

  ⑥  主要菌の抗菌薬感受性 

概要 

【公開情報】 
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○ 全入院患者を対象とし、医療機関における*薬剤耐性菌による感染症の発生状況を明らかにすること 

 *対象とする薬剤耐性菌 

  メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）  バンコマイシン耐性腸球菌（VRE） 

  多剤耐性緑膿菌（MDRP）   ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP） 

  バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（VRSA）  多剤耐性アシネトバクター属（MDRA） 

目的 

○ 提出データ： 入院患者数、感染症発症患者の基本データ、原因菌名、感染症名等 

○ 提出頻度：  毎月 

○ 公開頻度：  四半期報、年報  

○ 年報公開情報： 

  ① データ提出医療機関数 

  ② 新規感染症患者数と罹患率 

  ③ 耐性菌新規感染症患者の性別内訳 

  ④ 耐性菌新規感染症患者の年齢別内訳 

  ⑤ 耐性菌新規感染症患者の検体内訳 

  ⑥ 耐性菌新規感染症患者の感染症名別内訳 

  ⑦ 耐性菌新規感染症患者の診療科別内訳 

概要 

全入院患者部門概要 【公開情報】 
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手術部位感染（SSI）部門概要 

○ 医療機関における術後に発生する手術部位感染（SSI）の発生状況を明らかにすること 

目的 

○ 提出データ： 選定した手術手技に該当する全手術症例の患者基本データ、手術の種類、術野汚染度、手術部位
感染の有無、感染部位等 

○ 提出頻度：  半年 

○ 公開頻度：  半期報、年報  

○ 年報公開情報： 

  ① 手術手技別手術部位感染の発生率 

  ② 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生率 

  ③ 手術部位感染の原因菌 

概要 

【公開情報】 
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○ 集中治療室（ICU）における３種類の院内感染症（人工呼吸器関連肺炎、カテーテル関連血流感染症及び尿路感染

症）の発生状況を明らかにすること 

目的 

○ 提出データ： 集中治療室の全入室患者（熱傷患者を除く）の基本データ、感染症発症患者の感染症の種類、原
因菌等 

○ 提出頻度：  半年 

○ 公開頻度：  半期報、年報  

○ 年報公開情報： 

  ① 集中治療室入室患者数 

  ② 解析対象患者の患者・日 

  ③ 感染症発生率 

  ④ 感染症別原因菌 

概要 

集中治療室（ICU）部門概要 【公開情報】 
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○ 新生児集中治療室（NICU）における院内感染症の発生状況を明らかにすること 

目的 

○ 提出データ： 新生児集中治療室出生体重群別入室患児数、感染症発症患児の出生体重群、原因菌名、感染症
分類名等 

○ 提出頻度：  １年 

○ 公開頻度：  年報  

○ 年報公開情報： 
  ① 体重別入院患児数・感染症発症患児数 

  ② 菌種別感染症発症患児数 

  ③ 感染症分類別感染症発症患児数 

概要 

新生児集中治療室（NICU）部門概要 【公開情報】 
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各部門毎に結果を公開している 

【公開情報】 
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期報は精度管理前の暫定報 
年報は精度管理後の確定報 

【公開情報】 
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JANIS公開情報の一例 

中央値 

1年単位の
単純集計 医療機関の分離率の分布を表示 

最小値 最大値 

【公開情報】 
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JANIS参加医療機関への還元について 



JANIS参加医療機関への還元について 

・JANISの目的は、全国の医療機関における院内感染症の発生状況、薬剤

耐性菌の分離状況及び薬剤耐性菌による感染症の発生状況等を調査し、

【公開情報】を提供すること。 

 

・サーベイランスの精度を高めるためには、継続的に参加する医療機関を確

保する必要があるため、医療機関に対して参加することのメリットを提供する

ことも重要。 

 

  ①参加医療機関への【還元情報】の提供 （全５部門） 

 

  ②２DCM機能の提供 （検査部門） 2011年４月～ 

 

  ③JANISニュースレターの発行 （参加医療機関のみ閲覧可能）  

         2011年５月～ 
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菌分離率・感染症発生率など 
（%） 
 

還元情報においては、全医療機関のデータの分布状況について、箱髭図表
示されたものに、参加施設の位置を赤い点で表示することで、視覚的に自施
設の位置が確認できる。 

Median 
50 percentile 

75  
percentile 

25  
percentile 

90  
percentile 

10  
percentile 

Max 
Min 

箱髭図への自施設表示ついて 

この例では、自施設の
値が、中央値よりもや
や多いことが分かる。 

【還元情報】 
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JANIS還元情報についての一例 

（年報：分離率） 

この例では、経年的にMRSA分離率が低下していることが分かる 

（年報：抗菌薬感性率） 

全医療機関における自施設の位置づけ、並びに継続的に参加することで経年的な

推移が把握でき、還元情報を「院内感染対策委員会」等の資料として活用できる。 

この例では、経年的にPseudomonau aeruginosaに対するLVFXの
感性率が改善していることが分かる 

【還元情報】 
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同一患者より分離された菌は線で結ばれる 

同時期、同一病棟で、類
似する感受性をもった細
菌が４名の患者から検出
されていることが分かる。 

同じ色の場合、同一株
である可能性が高い 

２DCM機能について（検査部門） 【還元情報における 
オプション機能】 

・時間を横軸、病棟別の空間を縦軸とする２次元上に、感受性検査結果より同一株である可能性
が高いものを同じ色で、また同一患者を線で結んで表示することで、院内での菌の拡がりを可視
化できる。 
 

空 
間 
軸 

   時 間 軸 

検体提出日 

Ａ病棟 

Ｂ病棟 

Ｃ病棟 

Ｄ病棟 

Ｅ病棟 

（
病
棟
別
に
表
示
） 

症例１ 

症例２ 

症例３ 

症例４ 



JANISニュースレターの発行 

・参加医療機関において閲覧可能 
・JANISの活用方法などを紹介 
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